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研究成果の概要（和文）：社会学、歴史学、文学、公衆衛生看護学の多領域の研究者が相互につながり、議論を共有し
た。中心的な作業として、史資料基盤構築のために療養所自治会所蔵の文書のアーカイブズ化を行った。同時に、オー
ラル資料の収集・分析を行い、従来の一面的なハンセン病問題の語りに収斂されない病者や医療者の経験をあきらかに
した。また、日本のハンセン病問題をグローバルなつながりの中で考察するために、国際研究会の開催、国際学会での
報告をおこなった。よって、本研究はハンセン病問題の歴史的・社会的現実をオルタナティブな形で照射し、排除とつ
ながりをめぐる新たな知の検討／創造という方向性を切り拓いてきた。

研究成果の概要（英文）：This research project brought together scholars of Hansen’s disease from fields 
such as sociology, history, literature, public health nursing to work together and create discussion. The 
main part of the project consisted of the archivization of documents held by residents’ associations of 
the sanatoria and the collection of oral histories in order to build a collection of bibliographical 
materials. Further, through our analyses, we shed light on the experiences of the sufferers and medical 
workers whose stories were elided in the dominant, one-sided historical narrative. Finally, in order to 
consider the place of the Japanese problems of Hansen’s disease within a global context, we opened 
international research symposia and presented our work in international conferences.　 Thus, we explored 
new aspects of Hansen's disease studies in the humanities and social sciences through our focus on the 
historical and social realities of exclusion and inclusion.

研究分野： 社会学
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１．研究開始当初の背景 
 2001 年のハンセン病国賠訴訟原告勝訴以
降、ハンセン病問題は近現代の社会的権力構
造のいわば極限例として捉えられ、「加害－
被害」のアリーナであることを出発点とされ
ることが多くなった。この捉え方は、病者ら
の直面してきた社会的排除や差別等の問題
の原因を追及・糾弾するとともに、病者にと
っての問題を外在化し、彼らのエンパワーメ
ントを促進するというきわめて大きな意義
をもつ。しかし、それは、反面、病者に平板
な「被害者像」を押しつける側面ももつ。研
究代表者や分担者たちは、これまでの研究を
通して、この、いわゆる「糾弾」の視点がも
つ限界を指摘し、それに代わる病者理解を模
索してきた。その根本には、ハンセン病に罹
患した人たちの存在のあり方とその歴史的
現実を問う姿勢がある。 
 たとえば、1996 年のらい予防法廃止以前
から病者たちの「人生の物語」を聴いてきた
研究代表者は、病者たちが隔離政策の結果、
療養所内でのみ、悲嘆に暮れて生きてきたわ
けではなかったことをあきらかにしていた
し、療養所における集合的実践というメゾレ
ベルの研究もまた、被害者像を相対化してい
た。すなわち、病者たちは〈隔離〉の問題を
乗り越えるために療養所内外の他者たちに
働きかけ、主体的に社会関係を構築していた
のである。さらに、療養所の設立過程につい
て近隣地域社会に焦点をあてて考察した一
連の歴史社会学的研究は、療養所が政策によ
って一義的に作られた「収容所」ではなく、
地域と病者の願いとの葛藤のなかに現出し
た「アジール」であることを詳述していた。
また、近代歴史学の成果が明らかにしたよう
に、20 世紀はじめの自由療養地構想は、病者
たちのオールタナティブな療養形態を提示
する政策提案でもあった。 
 つまり、病者たちは必ずしも「被害者」の
地位に甘んじていたわけでもなかったし、ハ
ンセン病政策が一方向的に〈隔離〉に邁進し
たわけでもなかったのである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、上記にみたような、これまでの
研究をさらに発展させ、ハンセン病世界の、
より豊饒なリアリティ構築をめざすととも
に、ハンセン病問題に関する‘知’のプラッ
トフォームの生成をめざすことを企図する
ものであった。 
 具体的な課題は以下のようである。 
(ｱ)文書史資料の収集と分析 
 今後のハンセン病問題研究のための学際
的なプラットフォーム整備のために、研究分
担者のアーキビストを中心に、国内のハンセ
ン病関連施設にある史資料を収集する。 
(ｲ)オーラル資料の収集と解釈 
 ハンセン病問題の〈当事者〉―入所者、退
所者、医師、看護師、職員、地域行政担当者
（とりわけ保健師）、宗教者、支援者等々―

へのさらなる聞き取りを通して、より詳細な
情報を収集し、解釈する。それは個人のライ
フストーリーにとどまらず、療養所における
集合的実践等までもひろがりをもつものと
する。 
(ｳ)オーラル資料と文書史資料との融合 
 ２つを相互に関連させながら、解釈を重ね、
病者、療養所、および、ハンセン病問題それ
自体のより豊饒なリアリティ構築をめざす。 
(ｴ)歴史実践の意味を問う 
 歴史学はもとより社会学、文学、公衆衛生
看護学はハンセン病の歴史をどのように扱
うのか。どう表象するのが「適切」なのか、
について議論を深める。 
(ｵ)国外とのつながりをもつ 
 日本のハンセン病問題は、その隔離政策に
おいて特殊であることが強調されてきたき
らいがあるが、果たしてそれは本当なのか。
近代の歴史のなかにそれを今一度確認する
とともに、現代世界のハンセン病問題の動向
についても把握し、日本の経験を世界のそれ
につなげる。 
 
３．研究の方法 
文書・文献研究とライフストーリー等の聞

き取り調査の両方をもちいる。歴史学・文学
専攻の者は前者をおもな研究方法として採
用し、社会学・公衆衛生看護学では、後者を
おもな方法として用いた。なお、保健師調査
では質問紙による意識調査も企図した（が、
今回は採用・実施できなかった）。 
また、文書記録・保存の方法は、歴史学に

おける標準的な資料整理の方法にのっとっ
た。駿河療養所自治会所蔵の文書の調査に関
しては、歴史学領域のメンバー（アーカイブ
ズ学の専門家）からその方法について具体的
な教示を受け、他領域のメンバーと協働で作
業をおこなった。 
さらに、ハンセン病問題の現状をとらえる

ために、各種催しにメンバーが参加したり、
年２回開催した研究会にゲストスピーカー
を招いて情報を共有したりした。 
 

４．研究成果 
 以下、メンバーのこれまでの研究活動実績
をもとづいて研究成果を述べる。 
 
 (1)国立駿河療養所自治会所蔵文書の調査 
 自治会の協力のもと、各領域のメンバー
（研究代表者の蘭、研究分担者の中村、研究
協力者の松岡、高野、佐藤、荒井）が書庫史
資料の調査を進めた結果、主に 1940 年代以
降の 1170 点の文書が確認された（調査した
史資料のとりまとめは松岡による）。これら
は、施設や全患協との交渉や、日常的な自治
会運営に関連する記録などを含むもので、今
後の具体的な活用基盤が構築されたといえ
る。これらは診療に関する医学的な記録は含
まないが、個人情報を含み、活用の方法を含
めて協議を要することとなろう。駿河療養所



は傷痍軍人用施設として建設をされたこと、
近隣に私立療養所神山復生病院が存在して
いたことという特徴をもつ。これらの特徴に
十全に目配りしつつ、これらの史資料群を用
いて、とりわけ戦後の入所者のありようを検
討することができるようになったといえる。 
 さらに、文学に特化したかたちで、佐藤が
駿河療養所の同人誌『山椒』の総目次を作成
した（佐藤健太 2013「駿河山椒同人発行『山
椒』創刊号～第 35 号（1964 年 2月～1977 年
9月）総目次」）。 
これらの史資料群を指して、狭義の‘知’

のプラットフォームと呼ぶことができよう。 
 
(2)戦後療養所の入所者による各種殖産事業
に関する調査 
 ハンセン病療養所各園の入所者は、医療環
境や社会状況など、戦後、生活世界の大きな
変化に直面した。そして、療養所を退所する
「社会復帰者」が増加した一方で、病気の後
遺症や社会に根強くある偏見・差別のために、
多くの入所者は療養所にとどまることを余
儀なくされた。研究分担者の坂田は、療養所
入所者がそうした変化の中で行ってきた営
みの一端を、入所者組織による殖産事業をも
とに分析した。そこからは、療養所入所者が
直面したさまざまな困難（経済的問題、園内
共同体の解体・縮小など、戦後日本の社会変
動と連動する形で、療養所世界で発生した変
化）とともに、それらの営みを通して、彼ら
が生活を確保し、近隣地域をはじめとした療
養所外部の他者との間で構築してきた関係
性が明らかになった。 
 
(3)国立療養所の視覚不自由者たちによる
「盲人会」組織の活動に関する調査 
 療養所各園では、戦後、病気によって視覚
に重い障害をもった人々が「盲人会」と呼ば
れる組織を結成し活動してきた。研究分担者
の坂田は、それらが結成された文脈や活動の
内容・方向性をたどることで、療養所の入所
者の間で生起したさまざまな差異や利害対
立といった複雑な人間関係のありようを検
討した。そこからは、ハンセン病療養所にお
ける「障害」を巡る排除や差別の問題ととも
に、そうした差異を超えて入所者たちがはぐ
くんできた関係性が浮き彫りになった。 
 
(4)近代日本の医学・医療・疾病に関するア
ーカイブズ学研究への接続 
 ハンセン病に関する人文・社会学的研究を
進めてゆくなかで、研究者が共通して直面す
る問題として、資料へのアクセス制限や病者
のプライバシーへの配慮がある（すなわち、
前述の成果(1)とも関連する）。研究分担者の
廣川は、大阪大学アーカイブズ所蔵大阪皮膚
病研究所関係文書の整理と分析などの経験
をふまえて、日本における医療記録のアーカ
イブズ論の確立を企図し、資料所蔵機関・研
究者・アーキビストとの協働によって、ハン

セン病関係資料を含むさまざまな医療記録
をいかに残し、活用してゆくかについて積極
的かつ実践的な提言を行った。 
 
(5)ライフストーリーの聞き取り調査 
 研究代表者の蘭が社会復帰者と療養所勤
務の経験がある医師に、研究分担者の井上が
保健師複数名に聞き取りを行った。蘭の聞き
取った社会復帰者の語りからは、在宅診療を
行ってきた大学病院につながってはいたも
のの、やはり、貧しい医療ケアのもとでハン
セン病とともに生きていかねばならなかっ
た現実と、療養所入所経験がトラウマティッ
クな経験であったこと、そして、それゆえに、
高齢期を迎えた今日、療養所に再入所して余
生を送ることも困難になっているという、社
会復帰者の直面する現状があきらかになっ
た。 
井上は、かつてみずから療養所入所を希望

してきた病者の収容に係わったことのある
保健師に聞き取りをした。その際、その保健
師に対する聞き取り過程は、保健師の後輩で
ある井上＝聞き手・調査者に、先輩＝語り
手・被調査者から「伝える形」として体験を
語るものであることに気づき、聞き取り経験
のほとんどなかった井上は、語られているこ
との重みや聞き取りという方法の難しさと
保健師という職能の社会的役割について自
身に問うこととなった。訴訟以降、過去のハ
ンセン病施策が‘糾弾’の対象となっており、
かつ、実際に病者収容に関わった保健師のほ
とんどが鬼籍に入らんとしている今日、どの
ように政策に係わった医療者にアクセスす
るかは非常に難しい問題であり続けている。 
また、井上と蘭は、療養所の近隣地域で病

者や退所者と相互行為を行った経験をもつ
地域住民に対して、その家系につながるひと
びとと療養所との関係を含めてインタビュ
ー調査をおこなった。また、病者の遺族にも
会い、病者の家族の思いを聞き取った。これ
らは、井上の保健師調査の予備調査として遂
行した。 
研究分担者の山田は、ハンセン病問題の啓

発フィルムの分析から、啓発の物語を語る場
合であっても、語るトピックに関連した個人
の経験の語り（ライフストーリー）が意図せ
ずして表されていることを例証した。 
 

(6)文学領域における研究と実践 
 研究協力者の荒井は、戦後の療養所のなか
で、病者自身の手によって創刊・運営された
文芸同人雑誌について、掲載作品の調査をお
こなった。中心的な対象は、1950 年 12 月創
刊 1953 年夏に廃刊した『灯泥』である。こ
の同人誌には、ハンセン病国賠訴訟原告団の
中心的人物であった谺雄二氏や国本衛氏が
おもにかかわっていた。これを戦後の療養所
における「人権」概念の広がりを考察するた
めの重要資料と位置づけた上で、その内容に
ついて検討した。あわせて、「マイノリティ



の自己表現」に関する研究として、「心を病
む人びと」とアート活動について調査した。 
研究分担者の佐藤は、駿河療養所の同人誌

『山椒』の総目次を作成し（既述）、そこに
関わった同人たち（病者や医師など）の作品
を解読・解説するとともに、「ハンセン病文
学読書会」を主宰し、東京と駿河療養所で読
書会を開催した。高野は、佐藤とともに読書
会の運営を担い、風見治の小説「鼻の周辺」
に関連して形成外科に関する研究をすすめ
た。佐藤、高野は著者風見治に会い、その創
作過程について聞き取りをおこなった。 
 研究協力者の田中は、自身の博士学位論文
をふまえて、療養所内で文学活動が果たした
役割をあきらかにするとともに、大島療養所
の長田穂波の本を英訳し米国で出版したエ
リクソン夫人について調査した。また、北條
民雄の遺族と交流しながら研究をすすめた。 
 
(7)戦後障害者運動史の再検討に関する研究 
 研究協力者の荒井は、ハンセン病問題を障
害者運動の歴史のなかで考察するため、戦後
障害者運動史を検討している。とりわけ 1970
～80 年代の日本の障害者運動史の再検討の
ために、実際に運動に携わった人びとから聞
き取りをした。 
 
(8)国立療養所大島青松園における史料調査
とそれにもとづく考察 
 研究分担者の石居は大島青松園のキリス
ト教信徒団体「霊交会」の教会堂に残る史料
を中心に、療養所の創設以来、療養者が療養
所内外のさまざまな個人や団体とどのよう
な関わりをもってきたのかについて、分析を
行った。すなわち、瀬戸内三園（大島青松園、
長島愛生園、邑久光明園）に収容された病者
と療養所を「抱える」地域の生活者の双方が、
自らの生の「安寧」を担保するべく、生きる
ための環境をどのように展望したのかを跡
づけるとともに、そこにどのような生きるた
めの模索があったのかを考察した。 
 
(9)国際研究会の開催と海外研究者・回復者
との交流 
 2012 年 12 月に、学会参加のために来日し
ていた海外のハンセン病問題研究者を関西
に招き、研究会を開催した。ノルウェーベル
ゲン市のハンセン病ミュージアムのディレ
クターSigurd Sandmo 氏は、そのミュージア
ムの展示研究の取り組みについて報告した。
オーストラリアの Jo Robertson 氏は、イン
ドの「未感染児童」をめぐる英国ミッショナ
リーのまなざしについて、当時の資料にもと
づき報告した。坂田と蘭は、2013 年 9月ベル
ゲンのハンセン病ミュージアムとベルゲン
市のアーカイブズを視察した。 
 また、2013年9月の国際ハンセン病学会（ベ
ルギー・ブリュッセルにて開催）ほかに蘭、
廣川、田中が参加・報告し、海外のハンセン
病問題の歴史学研究者、支援者および回復者

たちと交流した。 
 
(10)療養所開設以前の沖縄における病者の
経験に関する研究 
 研究分担者の中村は、長年にわたる青木恵
哉の研究を継続し、深化させた。具体的な取
り組みとして、療養所開設以前の沖縄 MTL の
活動の考察をあげることができる。さらに、
病者の経験を手がかりに家族や生活世界に
ついて理論的検討をおこなった。 
 
(11)療養所患者自治会の取り組みに関する
研究 
 研究分担者の松岡は、療養所入所者を被害
のストーリーに収斂させないための視点と
して療養所内「自治」に注目し、戦前の療養
所での自治会機能の出発とその機能につい
て考察した。とくに、総力戦期における長島
愛生園自治会機能について、長島事件（1936
年）後の田中文雄（本名・鈴木重雄、のちに
故郷に社会復帰し町長選に出馬）の入園と役
員としての活躍を軸に、入所者と職員とが連
携して療養所における生活環境を構築して
いったようすを詳細にあきらかにした。 
 
(12)ハンセン病市民学会における分科会の
主催 
 研究分担者の廣川がコーディネーターと
なり、2013 年の熊本大会にて、分科会「ハン
セン病問題研究のあらたな地平へ―病者の
『生』をとらえるために」を主催し、蘭、松
岡、田中、高野が報告した。本分科会のテー
マは、本科研でいう‘知’のプラットフォーム
（広義）の一例を提示したと思われる。 
 翌 2014 年の群馬草津大会では、分科会「ハ
ンセン病文学と読書会の可能性」を研究協力
者の佐藤がコーディネートおよび報告し、研
究分担者の坂田が司会を担当した。 
 
(13)ハンセン病者に対する排除・差別問題の
検討 
 西尾は、自著『ハンセン病の「脱」神話化』
で、病気をめぐる３つの表象（疾患、病気、
病い）を手がかりに、ハンセン病（「病い」
としての）の根幹にある排除・差別の問題に
照明をあて、その低減のための方策として、
学生たちの国際ワークキャンプによるハン
セン病のコノテーションの転換を提唱した。
この西尾自身の成果について、メンバーで合
評した。 
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